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日本の初等教育において，音読は必要な表現力や想像力，適応能力の基礎をつくると
されており国語の読解の授業などでも活用されている．しかし，読書スキルが低い場合
は他人の反応を気にしてしまい不安感を覚えてしまうことが多い．音読に対する不安感
は音読に対する動機の低下にもつながるため，読み手が安心して音読を行うことができ
る環境づくりが大切である． 
このような子供たちの読書に対する不安を抑え，動機づけを促す試みとして米国では
R.E.A.D（Reading Education Assistance Dogs）プログラムが実施されている．R.E.A.D プ
ログラムでは，子供が犬を相手に音読することで，読書トレーニングを積極的かつ継続
的に行うことができ，その結果として読解力の向上につながるとされている．しかし，
R.E.A.D プログラムでは犬の性質や訓練方法，運用に様々な条件が必要となることに加
えて，衛生面などから活動できる場所が制限されるなど，一般家庭での実施は容易では
ない． 
本論文では，仮想的な生き物が音読の「聞き手」としての役割を果たすことで，子供
が音読をする際に感じる不安感を抑え，動機を高めることができる音読支援ソーシャル
ロボット「KINIJRO」を提案する．本システムでは，映画などで仮想生物の表現に利用
されているアニマトロニクス技術を利用し，ベビーシェマによる可愛らしさの表現，柔
らかい体表面に加えて，声に反応して耳，瞬き，頷などが動作することにより，音読の
聞き手としての印象を創出する．また，音読状態の変化を分析するために，従来から行
われている音読音声の分析に加えて，被験者が音読する様子をビデオ映像で記録し，発
話区間，KINJIRO の動作種類，子供の「本を見る」「本を指でなぞる」「ロボットを見る」
などの音読動作のラベル付けを行った．これにより，ロボットの動作の有無による音読
中の子供の行動，声の抑揚などの発話状態，時間経過による集中度の変化，本の読み方
の特徴を分析することが可能になった．子供を対象とした評価実験の結果，声に反応す
る KINJIRO に対して音読を行った場合では，子供が KINJIRO を聞き手として意識しな
がら文章を読む様子がみられ，声の大きさや表現力が増加し，集中度と音読に対する楽
しさが向上する傾向を確認した．また，KINJIRO が動かない場合では，子供は経過時間
によって音読に飽きていくが，動く場合は集中度を維持しやすいことが明らかになった．
一般来訪者による展示会では，説明員による誘導がなくても，子供が自発的に音読を行
ったり，親子で一緒に本を読み聞かせるなどの音読行動が誘発される様子が見られた． 
本論文は 6 章から構成される．第 1 章では，本研究の背景である子供の音読学習の
重要性と，音読に対する動機を下げる原因でもある，音読に対しての不安感などの音読
学習の問題点について説明する． 
第 2 章では，幼少期に行う音読学習の重要性について述べた後，子供の音読学習に対
する動機に関わる音読に不安感と「聞き手」の存在について説明する．また，犬に対し
て音読をすることで，音読に対する不安感を抑え，動機を高める試みとして R.E.A.D
（Reading Education Assistance Dogs）プログラムについて説明する．R.E.A.D は，動物の
持つ心理的な効果を音読支援に応用した動物介在活動であることから，人と動物の関係
や，動物が人に与える影響についての従来研究を概観する．また，物理的な身体を持ち
社会的な存在であることを重視したソーシャルロボットの研究事例により人とロボッ
トの関係性について述べる． 
第 3 章では音読を支援するソーシャルロボットの要件を整理するとともに，仮想的な
聞き手として成り立つための要素について考察した． 
第 4 章では音読支援に必要な構成要素をロボットに導入して音読支援ロボットを制
作した結果を述べる． 
第 5 章では音読支援ロボットに対しての評価実験と一般展示を行った結果について
説明する．評価実験はつくば市の小学校に通う子供を対象に，制作したロボットに対し
て音読をしてもらい，被験者が音読する様子をビデオ映像で記録して，発話状態，
KINJIRO の動作，子供の「本を見る」「本を指でなぞる」「ロボットを見る」などの動作
のラベル付けを行った．実験の結果では，実験に参加した子供の音読に対する動機が向
上し，聞き手を意識した音読を促されることが示された．また，一般展示では，参加者
が積極的ロボットに対して音読を行う様子が見られた．これらの結果をふまえて子供の
音読学習における音読支援ロボットの有効性について考察した． 
最後に第 6 章では，本研究の貢献について整理したのち，音読支援ロボットの今後の
課題と展望について述べる． 
 
